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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年6月26日(2014.6.26)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月8日(2014.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アミノ酸配列：
ＧＸ１ＲＰＸ２Ｘ３Ｘ４Ｘ５ＧＧＸ６（配列番号１）
（ここで、
Ｘ１はＲ及びＡからなる群から選択されるアミノ酸であり、
Ｘ２は除外されるか、又はＬ及びＶからなる群から選択されるアミノ酸であり、
Ｘ３は除外されるか、又は１個～５個のアミノ酸からなるアミノ酸配列であり、
Ｘ４は除外されるか、又はＧＧからなるアミノ酸配列であり、
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Ｘ５はＡ、Ｉ及びＳからなる群から選択される２つのアミノ酸であり、
Ｘ６は除外されるか、又は１個～５個のアミノ酸からなるアミノ酸配列である）からなる
ペプチド。
【請求項２】
　Ｒｈｏ　ＧＴＰアーゼの活性を阻害することが可能である、請求項１に記載のペプチド
。
【請求項３】
　Ｘ１がＲである、請求項１又は２のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項４】
　Ｘ２がＬ又はＶである、請求項１～３のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項５】
　Ｘ３がＰＰＰである、請求項１～４のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項６】
　Ｘ４がＧＧである、請求項１～５のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項７】
　Ｘ５がＩＳ又はＡＳである、請求項１～６のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項８】
　Ｘ６が除外される、請求項１～７のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項９】
　Ｘ１がＲであり、Ｘ２がＬであり、Ｘ３が除外され、Ｘ５がＩＳであり、Ｘ６が除外さ
れるか、又はＸ１がＲであり、Ｘ２がＶであり、Ｘ３が除外され、Ｘ５がＩＳであり、Ｘ

６が除外される、請求項１～８のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項１０】
　上記ペプチドが、
ＧＲＲＰＬＧＧＩＳＧＧ（配列番号３）、
ＧＲＲＰＶＧＧＩＳＧＧ（配列番号６）、
ＧＲＲＰＬＩＳＧＧ（配列番号４）、
ＧＲＲＰＶＩＳＧＧ（配列番号７）、
ＧＲＲＰＬＰＰＰＩＳＧＧ（配列番号８）、
ＧＲＲＰＶＰＰＰＩＳＧＧ（配列番号９）、
ＧＲＲＰＬＧＧＡＡＧＧ（配列番号１０）、
ＧＲＲＰＶＧＧＡＡＧＧ（配列番号１１）、
ＧＲＲＰＬＰＰＰＡＡＧＧ（配列番号１２）、
ＧＲＲＰＶＰＰＰＡＡＧＧ（配列番号１３）、
ＧＲＲＰＬＧＧＡＳＧＧ（配列番号１４）、
ＧＲＲＰＶＧＧＡＳＧＧ（配列番号１５）、
ＧＲＲＰＬＰＰＰＡＳＧＧ（配列番号１６）、
ＧＲＲＰＶＰＰＰＡＳＧＧ（配列番号１７）、
ＧＲＲＰＬＧＧＩＡＧＧ（配列番号１８）、
ＧＲＲＰＶＧＧＩＡＧＧ（配列番号１９）、
ＧＲＲＰＬＰＰＰＩＡＧＧ（配列番号２０）、
ＧＲＲＰＶＰＰＰＩＡＧＧ（配列番号２１）、
ＧＡＲＰＬＧＧＩＳＧＧ（配列番号２２）、
ＧＡＲＰＶＧＧＩＳＧＧ（配列番号２３）、
ＧＡＲＰＬＰＰＰＩＳＧＧ（配列番号２４）、
ＧＡＲＰＶＰＰＰＩＳＧＧ（配列番号２５）、
ＧＡＲＰＬＧＧＡＡＧＧ（配列番号２６）、
ＧＡＲＰＶＧＧＡＡＧＧ（配列番号２７）、
ＧＡＲＰＬＰＰＰＡＡＧＧ（配列番号２８）、
ＧＡＲＰＶＰＰＰＡＡＧＧ（配列番号２９）、
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ＧＡＲＰＬＧＧＡＳＧＧ（配列番号３０）、
ＧＡＲＰＶＧＧＡＳＧＧ（配列番号３１）、
ＧＡＲＰＬＰＰＰＡＳＧＧ（配列番号３２）、
ＧＡＲＰＶＰＰＰＡＳＧＧ（配列番号３３）、
ＧＡＲＰＬＧＧＩＡＧＧ（配列番号３４）、
ＧＡＲＰＶＧＧＩＡＧＧ（配列番号３５）、
ＧＡＲＰＬＰＰＰＩＡＧＧ（配列番号３６）、及び
ＧＡＲＰＶＰＰＰＩＡＧＧ（配列番号３７）
からなる群から選択されるアミノ酸配列からなる、請求項１～９のいずれか一項に記載の
ペプチド。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のペプチドをコードするポリヌクレオチド。
【請求項１２】
　医薬品として使用される請求項１～１０のいずれか一項に記載のペプチド又は請求項１
１に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１３】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のペプチド及び／又は請求項１１に記載のポリヌ
クレオチドを含み、必要に応じて薬学的に許容される担体及び／又は希釈剤を更に含む、
医薬組成物。
【請求項１４】
　上皮又は内皮のバリア機能の局所的な又は全身の破壊に関連する疾患又は障害を治療又
は予防するのに使用され、
前記疾患又は障害が、急性肺障害（ＡＬＩ）、急性腎障害（ＡＫＩ）、急性呼吸窮迫症候
群（ＡＲＤＳ）、人工呼吸器誘発肺障害（ＶＩＬＩ）、全身性炎症反応症候群（ＳＩＲＳ
）、敗血症、火傷、多臓器不全症候群（ＭＯＤＳ）、及び浮腫からなる群から選択される
、
請求項１～１０のいずれか一項に記載のペプチド、請求項１１に記載のポリヌクレオチド
、又は請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　投与経路が非経口経路又は経口経路である、請求項１２又は１４に記載のペプチド、請
求項１２又は１４に記載のポリヌクレオチド、又は請求項１３又は１４に記載の医薬組成
物。
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